
 

2023年10月薬事委員会結果     

最終版：2023年10月23日 

 

１．新規採用医薬品として採用(2023年11月14日から処方可能) 

◆ケトプロフェンテープS20mg「テイコク」(帝國製薬)                  経皮鎮痛消炎剤 

◆ノイアート静注用500単位・1500単位(一般社団法人日本血液製剤機構)   血漿分画製剤/血液凝固阻止剤 

 

2．要時発注医薬品として採用(2023年11月14日から処方可能) 

◆イグザレルト錠2.5mg(バイエル薬品)                選択的直接作用型第Ⅹa因子阻害剤 

◆ニュベクオ錠300mg(バイエル薬品)                          前立腺癌治療剤 

 

3．院外専用医薬品として採用(2023年11月14日から処方可能) 

◆ザイティガ錠500mg(ヤンセンファーマ)                  前立腺癌治療剤/CYP17阻害剤 

 

4．要時発注医薬品から正式採用へ移行(2023年11月14日から移行) 

◆グラナテック点眼液0.4%(興和) 

◆ラスリテック点滴静注用1.5mg(サノフィ) 

 

5．正式採用から要時発注医薬品へ移行(2023年11月14日から移行) 

◆ガベキサートメシル酸塩注射用500mg「タカタ」(高田製薬)：在庫消尽後に削除予定 

◆ツムラの生薬コウジン末(調剤用)(ツムラ) 

◆ナファモスタットメシル酸塩注射用50mg「AY」(陽進堂)：在庫消尽後に削除予定 

◆ネオシネジンコーワ5%点眼液(興和) 

◆ユーエフティ配合カプセルT100(大鵬薬品工業)  

 

6．要時発注医薬品から院外専用医薬品へ移行(2023年11月14日から移行) 

◆ザイティガ錠250mg(ヤンセンファーマ)                  

◆リトゴビ錠4mg(大鵬薬品工業) 

 

7．採用中止(2023年11月13日まで処方可能) 

◆ケトプロフェンテープ20mg「テイコク」(帝國製薬) 

◆ナーブロック筋注2500単位(エーザイ) 

◆ファブラザイム点滴静注用5mg・35mg(サノフィ) 

◆ペプレオ注射用5mg(日本化薬) 

 

8．オーダマスタ中止(中止日未定) 

◆献血ノンスロン500注射用(武田薬品工業) 

 

9．オーダ名称変更(2023年10月17日から変更) 

◆イノラス配合経腸用液→イノラス配合経腸用液 187.5mL/袋(大塚製薬工場) 

 

10．特定患者使用薬剤申請書が必要になる薬剤(2023年11月14日から必要) 

◆献血ノンスロン1500注射用(武田薬品工業)：アンチトロンビンⅢ低下を伴う門脈血栓症のみ使用可能 

 

11. 特定患者使用薬剤申請書が不要になる薬剤(2023年11月14日から不要) 

◆ルマケラス錠120㎎(アムジェン)：全例調査終了 

◆レミトロ点滴静注用300μg(エーザイ)：全例調査終了 

 

 

以上 


